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特別支援教育とは・・・？ 

特別支援教育とは、しょうがい等のある児童の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支

援するという視点に立ち、児童一人一人の教育的ニーズを把握し、そのもてる力を高め、生活

や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うものです。また

特別支援教育は、これまでの特殊教育の対象のしょうがいだけでなく、知的な遅れのない発

達しょうがいも含めて、支援を必要とする児童が在籍する全ての学校において実施されてい

ます。 

 

国立市の特別支援教育 

国立市では、しょうがい等のある児童の教育的ニーズ（合理的配慮）に応えるため特別支援

教育体制があります。児童の可能性を最大限に伸ばし、自立し、社会参加するための基盤とな

る生きる力を培うため、一人一人について、長期的な視点に立った教育的支援を行っていき

ます。 

 

 

 
＜保護者の方のご希望とお子様の状況に応じて受けられる特別支援教育＞ 

 
①知的発達の遅れの見られる 
児童に対する支援 

 

特別支援学校 
（都立武蔵台学
園） 

 

他人との意思疎通が困難で、日常生活を営む上で 
頻繁に援助を必要とする程度の児童・生徒 

 
 

特別支援学級 
（国立一小、国立
三小、国立五小、
国立八小、国立
一中、国立三中） 
 

他人との意思疎通に軽度の困難があり、日常生活 
を営む上で一部援助を必要とする程度の児童・生徒 

 
 
 

②全般的な知的発達に遅れはな
いが、自閉症・情緒しょうがいな
どがある児童に対する支援 

特別支援学級 
（国立二小、国立
六小、国立七小、
国立二中） 
 

  自閉症又はそれに類するしょうがいがあり、他人と 
の意思疎通及び対人関係の形成が困難で特別な指 
導を必要とする程度の児童・生徒 

★特別支援教室 
（市立小・中学校
全校） 
 

自閉症又はそれに類するしょうがいがあり、通常の 
学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導
を必要とする程度の児童・生徒 

③全般的な知的発達に遅れはな
いが、言語機能の基礎的事項に
しょうがいがある児童への支援 

★通級指導学級 
（国立七小） 
 
 

きこえや発音、吃音等のしょうがいがあり、通常の学 
級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を 
必要とする程度の児童  

④通常の学級に在籍する何らか
のしょうがいがある児童・生徒
への支援 

★スマイリーサ
ポート（市立小・
中学校全校） 
 

通常の学級での学習場面や自立支援に、一部 
に個別的な支援を必要とする程度の児童・生徒 

 

★については、通常の学級に在籍したまま指導を受けることが出来ます。 



特別支援教室「はばたき」 第六小学校拠点校 

国立六小は、六小を拠点校として、特別支援教室巡回指導教員が一小と六小の児童を指導

しています。 

【巡回指導教員】拠点校に配置された巡回指導教員が、児童の在籍する学校を巡回して指導し
ます。曜日毎に拠点校と巡回校の勤務をします。 

 

【特別支援教室専門員】巡回指導教員や学級担任と連携し、特別支援教室に必要な業務を行
います。各校に一名ずつ配置されています。 

 
 

【臨床発達心理士】対象の児童が、適切な指導を受けられるように、児童が抱える困難さを的

確に把握し、その困難さに対応した専門的な指導を実施するための助言を

行う役割を担います。年間 10回程度来校します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教室「はばたき」では、通常の学級に在籍する、知的な遅れを伴わない発達障害

等（自閉症スペクトラム、注意欠陥多動性障害、学習障害等）、または情緒障害等で、通常の

学級の学習に概ね参加でき、一部支援を必要とする児童が、在籍学級での授業の一部を抜

けて指導を受けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✿「友達と上手くコミュニケーションがとれない」「思い通りにならなかったり負けたりする

と、腹を立て感情的になる」「ボーっとしたり別のことをしたりしている」「気持ちを切り替

えるのに時間がかかる」・・・など、集団生活の中で様々な困り感をもっている子供がいま

す。 

 

✿ そういった困り感から自己肯定感が下がったり、「どうせ自分はできない」といった気持

ちになったりします。 

      

✿ はばたきでは、「できた！」「分かった！」の経験をたくさん積み、自尊感情、自己肯定感

を高め、自己コントロール方法を身に付けられるよう指導していきます。 

 

✿ １週間に２時間程はばたきで学んでいます。 

特別支援教室「はばたき」ってなあに? 

治 じっとしているのが苦手 

治 何度注意されても、

繰り返しちゃう。 

治 まわりの子にい

やなことを言っ

たり、叩いたり

してしまう。 

治 忘れ物が多い 

治 勉強は分かるけど、書いたり

読んだりするのは苦手。 



はばたきでの学習 ＊人数や時間割に応じて変更する場合があります。 

はばたきの学習は「小集団学習」と「個別学習」で行われます。 

小集団学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２〜５人程度の集団でグループ活動や話し合い活動を通して、ソーシャルスキルの獲得や

コミュニケーション力の向上を目的に指導を行います。 

 

○友達と仲良くしたいけど、うまく仲間の輪に入ることができない。  

○遊びのルールがわからず、いつのまにか 1人になってしまっていることがある。  

○相手の気持ちを考えることが苦手で、悪気はないのに相手を傷つけてしまう。  

○ささいなことでかっとなって、気持ちをコントロールできなくなることがある。 

○順序立てて考えたり、複数のことを同時にこなしたりすることが難しい。  

○ジョークや社交辞令など隠れた意図を読むのが苦手。  

学習例：インタビュー、ロールプレイ、怒りの自己コントロールなど 

先生と児童が 1対 1または 1対 2で学習を中心とした指導を行います。 

教室での学習に自信をもって参加できるよう、課題に合わせた指導を行います。 

 

○落ち着いて勉強ができない。 

○学習したことをすぐに忘れる。 

○得意不得意の差が大きい。 

○勉強に自信をなくしている。 

○計算・読み書きが苦手である。 

学習例：１週間の振り返りを通して、自己を見つめ改善点を一緒に考える、音読や板書を

スムーズにできるように目の動かし方の学習、苦手な教科の克服など 

はばたき担当教員は在籍学級担任と連携して、在籍学級での支援も行います。 

ざ 在籍学級担任 ざ はばたき担当教員 

     

    

    

    

児童の行動観察 

助言 

連携 

指導の工夫 



 

出典：リーフレット「東京都の発達障害教育」より 


